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＊ 現（公益財団法人）鉄道総合技術研究所 

１ 目的 

異常時対応の現場や事務所、指令室などは、様々な言葉が飛び交うことで、非常に騒

がしい環境となります。しかし、そのような状況下においても、離れた相手に対して、

口頭で指示などの情報を正確に伝える必要がある場面があります。そこで、騒がしい環

境下における、相手との位置や距離の違いによる言葉の聞き取りやすさの調査を目的と

して、明瞭度試験を行いました。 

 

２ 内容 

(1) 調査協力者 

30 歳代の一般協力者 30 名（男性 26 名、女性４名、平均年齢 35.3 歳）を対象とし

ました。 

 

(2) 調査方法 

図１に示すように、協力者の真後ろ

を０°とし、順次スピーカーを、45°、

90°、135°、180°の各位置に配置し

ました。スピーカーの設置方向は全て

協力者と同じ前向きとしました。 
スピーカーと協力者の距離は 0.9m、

1.8m、2.4m の３種類としました。 

試験音として再生する言葉の音源

は、明瞭度試験用に定められた単音節

としました（図２）１）。 
暗騒音（雑音）の音圧レベルは、一

般的に騒がしいとされる環境を想定

し、協力者の耳元の位置にて 80dB と

しました２）。 

試験音（単音節）の音圧レベルは、 

８ 騒音下における位置及び距離に対する言 

  葉の聞き取りやすさの調査(明瞭度試験) 
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図１ 明瞭度試験での距離及び角度 

図２ 単音節の一例 



Copyright(C)2018,JR 西日本 安全研究所 
複写禁止 

 あんけん Vol.11（2018）～研究成果レポート～ 31

スピーカーを０°かつ 2.4ｍに設置した際の、協力者の耳元の位置にて 80dB としまし

た。 

協力者は、スピーカーから再生される試験音を聞きながら、聞こえた通りに手元の

解答用紙に記入しました。また、評価方法は記入された単音節の正答率を用いました。 

 

３ 結果 

  試験結果を図３に示します。人が隣同士で座った位置関係（角度 90°、距離 0.9ｍ）

を基準に評価することとしました。その結果、協力者の後方からの音（角度０°、45°）

は、正答率が比較的高く、聞き取りやすい傾向がみられました。一方で、協力者の前方

からの音（角度 135°、180°）は、正答率が比較的低く、聞き取りにくい傾向がみられ

ました。また、同じ角度の条件でも距離が近いほど、聞き取りやすい傾向がみられまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

  明瞭度試験により、騒音がある環境下での、言葉の聞き取りやすい基本的な位置や距

離の関係を求めました。 

本調査の結果については、今後現場や事務所等での、人の配置や様々なレイアウト検

討などに応用していきます。 
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図３ 明瞭度試験の結果 


